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公益太教授が調査､発表 東
北
公
益
文
科
大
大
学
院
の
出
井
信
夫
教

授
は
1
 
9
日
､
独
自
の
手
法
で
ま
と
め
た
全
国

1
7
4
2
市
町
村
の
｢
財
政
偏
差
値
｣
を
発

表
し
た
｡

出
井
教
授
の
研
究
室
が
全
市

町
村
の
2
0
1
2
年
度
の
決
算

を
基
に
､
財
源
の
余
裕
を
示
す

｢
財
政
力
指
数
｣
､
人
件
賢
な

ど
義
務
的
経
費
の
割
合
を
示
す

｢
経
常
収
支
比
率
｣
､
財
政
規

模
に
対
す
る
借
金
返
済
の
割
合

｢
実
質
公
債
費
比
率
｣
を
調
査

し
､
そ
れ
ぞ
れ
偏
差
値
で
表
し

た
｡

高
い
方
が
健
全
と
な
る
財
政

力
指
数
の
偏
差
値
か
ら
､
低
い

方
が
健
全
な
経
常
収
支
比
率
と

実
質
公
債
費
比
率
の
偏
差
値
を

差
し
引
い
た
｢
総
合
値
｣
は
､
一

北
海
道
泊
村
が
1
位
と
な
る
な

ど
､
国
か
ら
の
交
付
金
が
潤
沢

な
原
発
立
地
自
治
体
が
上
位
に

名
を
連
ね
た
｡

県
内
3
 
5
市
町
村
で
最
も
上
位

と
な
っ
た
の
は
天
童
市
で
､
4

-
-
位
｡
戸
沢
村
の
4
5
2
位
､

山
形
市
の
4
9
0
位
な
ど
が
続

い
た
が
､
2
 
6
市
町
村
が
1
0
0

0
位
以
下
だ
っ
た
｡
県
内
最
下

位
は
尾
花
沢
市
の
1
6
6
3
位

で
､
部
門
ご
と
の
偏
差
値
は
財

政
力
指
数
が
4
 
1
･
0
8
､
経
常
収

支
比
率
が
5
 
1
･
0
 
9
､
実
質
公
債

費
比
率
が
6
 
8
･
0
 
8
だ
っ
た
｡

出
井
教
授
は
｢
国
民
一
人
一

人
が
自
分
の
住
む
自
治
体
の
財

政
状
況
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
と
思
い
調
査
し

た
｡
県
内
市
町
村
の
財
政
状
況

は
全
国
的
に
も
悪
く
､
財
政
再

建
を
急
が
な
い
と
破
綻
す
る
恐

れ
が
あ
る
｣
と
警
鐘
を
鳴
ら
し

た
｡
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ップは天童42
才

ト

ロ
偶
鮮
血

鶴
岡
市
の
東
北
公
益
文
科
大
大
学
常
収
支
比
率
と
実
質
公
債
費
比
率
が

院
の
出
井
信
夫
教
授
の
研
究
室
は
1
 
9
低
い
市
区
町
村
ほ
ど
総
合
点
が
高

日
､
全
国
1
7
4
2
市
区
町
村
の
財
ぐ
､
上
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
す
る
仕
組

政
状
況
を
ラ
ン
キ
ン
グ
化
し
､
発
表

し
た
｡
本
県
の
最
上
位
は
天
童
市
の

4
2
5
位
､
最
下
位
は
尾
花
沢
市
の

1
6
6
3
位
だ
っ
た
｡

各
市
区
町
村
の
2
0
1
2
年
度
決

算
を
基
に
､
財
政
力
を
示
す
｢
財
政

力
指
数
｣
､
弾
力
性
を
表
す
｢
経
常

収
支
比
率
｣
､
健
全
性
を
示
す
｢
実

質
公
債
費
比
率
｣
の
各
偏
差
値
を
算

出
｡
財
政
力
指
数
偏
差
値
か
ら
､
経

常
収
支
比
率
と
実
質
公
債
費
比
率
の

両
偏
差
値
を
引
い
て
総
合
点
を
導
き

出
し
た
｡
財
政
力
指
数
が
高
く
､
経

み
｡

ラ
ン
キ
ン
グ
の
ト
ッ
プ
3
は
▽
泊

村
(
北
海
道
)
▽
飛
島
村
(
愛
知
県
)

▽
軽
井
沢
町
(
長
野
県
)
の
順
｡
最

下
位
の
1
7
4
2
位
は
夕
張
市
(
北

海
道
)
だ
っ
た
｡

同
研
究
室
は
｢
県
内
の
市
町
村
の

財
政
力
指
数
､
経
常
収
支
比
率
､
実

質
公
債
費
比
率
の
各
偏
差
値
は
､
全

国
の
中
で
悪
い
位
置
付
け
に
あ
る
｡

特
に
､
財
政
力
指
数
が
悪
化
傾
向
に

あ
り
､
留
意
す
る
べ
き
だ
｣
と
し
て

い
る
｡
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東
北
公
益
文
科
大
大
学
院
の

出
井
信
夫
教
授
の
研
究
室
は
1
 
9

日
､
全
国
1
7
4
2
市
町
村
の

財
政
状
況
を
独

自
の
手
法
で
ラ

ン
キ
ン
グ
化
し

公
表
し
た
｡
庄

内
の
市
町
で
は

ラ
ン
卑
ン
ダ

白
由
に
配
分
で
き
る
財
政
の
弾

力
性
を
表
す
｢
経
常
収
支
比

率
｣
､
一
般
会
計
な
ど
に
占
め

数
値
が
高
い
ほ
ど
財
政
状
況
が

良
く
な
い
こ
と
を
示
す
｡

全
国
の
ト
ッ
プ
3
は
､
①
泊

村
(
北
海
道
)
②
飛
島
村
(
愛

知
県
)
③
軽
井
沢
町
(
長
野

経
常
収
支
比
率
が
3
 
7
･
0
 
6
､
実

質
公
債
費
比
率
が
4
 
8
･
7
 
8
で
ト

ッ
プ
｡
続
い
て
鶴
岡
市
(
財
-

4
7
･
0
 
9
､
経
-
5
 
0
㌧
実
-
5
 
0
･

1
 
3
)
　
が
9
2
0
位
'
酒
田
市

公
益
大
大
学
院

出
井
教
授
グ
ル
ー
プ

(
財
-
4
8
･
5
 
1
､

荏
-
5
 
6
･
6
 
7
､
実

-
4
 
9
･
9
)
が
1

1
1
8
位
､
三
川

町
(
財
-
4
 
4
･
9
 
7
､

遊
匠
町
が
5
7
9
位
で
ト
ッ
プ
､

鶴
岡
､
酒
田
の
両
市
の
順
で
続

く
結
果
と
な
っ
た
｡

各
市
町
村
の
2
0
1
2
年
度

決
算
を
基
に
､
財
政
力
を
示
す

｢
財
政
力
指
数
｣
､
自
治
体
が

る
元
利
償
還
金
な
ど
の
比
率
か

ら
健
全
性
を
示
す
｢
実
質
公
債

費
比
率
｣
の
各
偏
差
値
を
算
出
｡

財
政
力
指
数
は
数
値
が
高
い
ほ

ど
財
政
状
況
が
良
く
､
経
常
収

支
比
率
と
実
質
公
債
費
比
率
は

県
)
-
と
国
か
ら
の
交
付
金
が

潤
沢
な
原
発
立
地
地
域
や
富
裕

層
が
多
い
地
域
が
上
位
と
な
っ

た
｡

庄
内
で
は
､
遊
佐
町
が
偏
差

値
で
財
政
力
指
数
が
4
2
･
1
 
5
｣

経
4
6
･
0
 
5
､
実
-
5
8
･
由
)
が

1
1
9
9
位
'
庄
内
町
(
財
-

4
3
･
2
 
1
､
経
-
5
4
･
9
､
実
=

5
6
･
4
 
1
)
が
1
4
8
0
位
｡

一
万
㌧
県
内
の
ト
ッ
プ
は
天

童
市
(
財
=
5
4
･
5
 
2
､
経
-
4
9

･
8
6
㌧
実
-
4
 
2
･
7
 
2
)
の
4
2

5
位
､
最
下
位
は
尾
花
沢
市

(
財
-
4
 
1
･
0
8
､
経
=
5
 
1
･
0
9
､

実
=
6
 
8
･
0
 
8
)
の
1
6
6
3
位

だ
っ
た
｡

出
井
教
授
は
｢
県
内
の
市
町

村
の
大
半
が
全
国
的
に
も
財
政

力
が
低
い
位
置
付
け
に
あ
り
､

さ
ら
に
0
 
5
年
度
に
市
町
村
合
併

し
た
鶴
岡
､
酒
田
の
両
市
は
合

併
後
も
偏
差
値
が
低
い
ま
ま
の

状
況
に
あ
る
｡
こ
う
し
た
研
究

に
よ
っ
て
住
民
が
自
治
体
の
財

政
分
析
､
健
全
化
に
関
心
を
持

つ
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
｣
と
話

し
て
い
る
｡


